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ちかどま
身近な話題などお知らせください。情報をお待ちしています。

【問】人事秘書課秘書広報係 （☎ 0944・77・8425）

ポートレ

【上】灯りがともり彩られる手作りの看板
【下】みんなと協力しながら野菜を切っていく児童たち協力しながら野菜を切っていく児童たち

　7 月 25 日、蒲船津の熊野神社で千燈明が開催され、
子どもから高齢者まで約 200 人が参拝しました。LED
燈明やなたね油を入れた貝殻に火をともし、地域の安
全安心や五穀豊穣を祈願する同祭。今年は、「親子カ
レープロジェクト」と題し、地元の児童たちが地域の
一員として、カレーや看板作りなどに挑戦する体験イ
ベントも開催。協力して作ったカレーは祭りの参拝者
約 150 人に振る舞い、おもてなししました。イベント
に参加した児童たちは「自分で切った野菜が入ったカ
レーはとてもおいしい」と笑顔で話してくれました。

年はカレー作りイベントも
蒲船津の熊野神社で千燈明今

　8 月 3 日、NPO 法人九州プロレスの所属選手が、松
永市長を表敬訪問しました。令和 8 年熊本地震を受け、
今回は「柳川から熊本ば元気にするバン！」と題し、8
月 16 日に市民体育館で大会を開催。開催に先駆けて、
市内の福祉施設を慰問し、笑顔と元気を届ける活動も行
いました。大会当日はちびっこプロレス教室も開催。大
会に出場するワン☆キュウシュウ選手は「子どもたちの
声が励みになる。この大会から熊本地震で被災された方々
にエールを送りたい」と意気込みを語りました。

災地に柳川からエールを
九州プロレスの開催を市長へ報告

意気込みを語ったワン☆キュウシュウ選手（左）意気込みを語ったワン☆キュウシュウ選手（左）

被

　8 月８日から 11 日にかけて橋本町の「柳川観光ぶ
どう園」で収穫体験が行われました。同園がある両開
地区は干拓地で有明海に面しているため、土壌に塩分
などのミネラルが多く、太陽と潮風も浴びて甘いブド
ウが育ちます。今年も糖度が高いもので 20 度の甘い
ブドウが実りました。佐賀県から子どもと参加した三
宅裕

ゆ う こ
子さんは「小さい時から食べていた両開のブドウ

を、自分の子どもにも食べさせたかった。一緒に食べ
るのが楽しみ」と笑顔で話してくれました。

お母さんが親しんできたブドウを一緒に採ったよ

い出の味を親子で収穫
柳川観光ぶどう園収穫体験思

　プロサッカーリーグ「J リーグ」に柳川初のプレーヤ
ーが誕生しました。大和町出身の堤陽

は る き
輝選手（22歳）です。

堤さんは、大和小、大和中を卒業後、大学在学中に日本
代表経験者も所属する「栃木 SC」へ加入。デビュー年
から主力として活躍しました。リーグのオフ期間に小学
生の頃に所属した「大和ウィンガーズ」の田中監督を訪
問。「アグレッシブなプレーで柳川の人たちへ元気を与え
たい」と恩師へ意気込みを語りました。8 月に始まった
新シーズンでの堤選手の活躍に注目してください。

の柳川出身 Jリーガーが誕生
堤陽輝選手（明野）が栃木SCに加入

思い出の大和グラウンドで恩師へ活躍を誓った堤選手（左）

初

殿様行列の八剱神社への奉納を火を吹き歓迎する大蛇山

　7 月 25 日に中島祇園祭が開催されました。江戸時
代から続く市を代表する伝統ある祭りで地域の無病息
災や豊作豊漁を祈願します。大蛇山や踊り山、獅子山、
殿様行列の 4 つの山車が中島地区一帯を巡行。大蛇山
では子どもたちの無病息災と健やかな成長を願う「か
ませ」が大盛況でした。中島祇園祭実行委員会の田中
彰
あきのり

典委員長は「先人たちが守ってきた伝統ある祭り。
思いを絶やすわけにはいかない。各町が一丸となって、
この伝統を守っていきたい」と語りました。

戸時代から受け継がれる伝統
無病息災や豊作豊漁を祈願　中島祇園祭江

　7 月 20 日、蒲池公民館で「かまちっ子夏まつり」が
開催されました。同祭は、同館や行政区長会、民生委員・
児童委員、小中学校 PTA の有志、ゆるボラ蒲池（旧婦人会）
らによる「蒲池校区子ども子育て応援たい！」の主催。
夏休み期間中に子どもたちが同級生に会える機会をつく
り、家族で楽しめるようお菓子釣りや射的、工作、パター
ゴルフなどが行われました。実行委員の荻島恵

え み こ
美子さん

は「地域の皆さんの協力があってこのイベントができて
いる。地域のつながりがうれしい」と話しました。

涼しい室内で祭りを満喫し、たくさんの笑顔が見られた涼しい室内で祭りを満喫し、たくさんの笑顔が見られた

域で子どもたちの思い出づくり
蒲池校区で「かまちっ子夏まつり」開催地

　7 月 8 日と 9 日に、柳城中学校と水都やながわでダンス
ワークショップを開催しました。10 日に水都やながわで開
催されたコンテンポラリーダンス（現代舞踊）の祭典「福
岡ダンスエクスチェンジ 2026」。イベントに先立ち、同中
学校と柳川高校の生徒が世界で活躍するトップダンサーた
ちとダンスで交流しました。現代舞踊は、型にとらわれず
感情や社会へのメッセージなどを体で表現。参加した中学
生は「ダンサーの動きが予想外で面白かった」「自由にと言
われるとかえって難しいと思った」と感想を話しました。

ブルキナファソ出身のサヌさんと踊る柳城中の生徒たちブルキナファソ出身のサヌさんと踊る柳城中の生徒たち

ンスは言葉や文化の壁を越える
柳城中と柳川高校生徒がダンスワークショップダ


